
令和６年度 佐賀県教育センター プロジェクト研究（中学校数学科教育研究委員会） 

1 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

１ 単元の目標 

(1) 一元一次方程式についての基礎的な概念や原理・法則などを理解するとともに，事象を数理的に捉えた

り，数学的に解釈したり，数学的に表現・処理したりする技能を身に付ける。 

(2) 文字を用いて数量の関係や法則などを考察し表現することができる。 

(3) 一元一次方程式について，数学的活動の楽しさや数学のよさを実感して粘り強く考え，数学を生活や学習

に生かそうとする態度，問題解決の過程を振り返って評価・改善しようとする態度を身に付ける。 

２ 単元の評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

①方程式の必要性と意味及び方程

式の中の文字や解の意味を理解

している。 

②簡単な一元一次方程式を解くこ

とができる。 

③等式の性質と移項の意味を理解

している。 

④事象の中の数量やその関係に着

目し，一元一次方程式をつくる

ことができる。 

⑤簡単な比例式を解くことができ

る。 

①等式の性質を基にして，一元一次

方程式を解く方法を考察し表現

することができる。 

②一元一次方程式を具体的な場面

で活用することができる。 

①一元一次方程式の必要性と意味

及び方程式の中の文字や解の意

味を考えようとしている。 

②一元一次方程式について学んだ

ことを生活や学習に生かそうと

している。 

③一元一次方程式を活用した問題

解決の過程を振り返って検討し

ようとしている。 

３ 指導と評価の計画（全 16時間） 

本単元「一元一次方程式」を，内容のまとまりである三つの小単元と単元のまとめで構成し，それぞれの授    

業時間数を次のように定めた。 

小単元等 授業時間数 

１．一元一次方程式とその解 ２時間 

16時間 
２．一元一次方程式の解き方 ６時間 

３．一元一次方程式の利用 ７時間 

単元のまとめ １時間 

 

 

 

 

 

 

授業改善事例Ⅱ学習指導計画編 

 
中学校数学科 
授業改善事例Ⅱ 第１学年「一元一次方程式」（全 16時間） 

 

単元を通して育成を目指す資質・能力 

文字を用いた式の学習の上に立って，方程式の必要性と意味及びその

解の意味を理解し，等式の性質を基にして一元一次方程式を解く方法

について考察し表現すること。そして，それらを通して代数的な操作

のよさを理解するとともに，一元一次方程式を具体的な場面で活用す

ること。 

内容のまとまり 

第１学年  

Ａ数と式 

（3）一元一次方程式 
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各授業時間の指導のねらい，生徒の学習活動及び重点，評価方法等は次の表のとおりである。 

時 

間 
ねらい・学習活動 

重 

点 

記 

録 
備考 

１ ・まだ分かっていない数量を求める場面で，算数で学んだ内容を振

り返りながら，方程式の必要性を理解できるようにする。 

知  知①：行動観察 

２ ・方程式とその解の意味を理解し，文字に値を代入して方程式の解

を求めることができるようにする。 

・振り返りシートに分かったことや疑問などを記述することを通

して，その後の学習を見通すことができるようにする。 

知 

 

 

 知①：小テスト 

 

態①：行動観察 

振り返りシート 

３ ・具体物の操作等を通して等式の性質を知り，これを基に一次方程

式を解く方法について考察し表現することができるようにする。 

 

思 

 知③：行動観察 

思①：行動観察 

４ ・一次方程式を解くときに，移項することで能率的に解くことがで

きることを理解できるようにする。 

知  知②③：行動観察 

５ ・移項して一次方程式を解くことができるようにする。 知  知②③：行動観察 

６ ・かっこを含む一次方程式を解くことができるようにする。 知  知②：行動観察 

７ ・小数，分数を含む一次方程式を解くことができるようにする。 

 

知 

 

○ 

 

知②③：小テスト 

 ノート 

８ 

本

時 

・いろいろな一元一次方程式の解き方について考察することを通

して，方程式を解く際に気を付けるポイントを考察し表現するこ

とができるようにする。 

・一元一次方程式の解き方について振り返り，自分の解き方を改善

しようとする態度を養う。 

思 

 

 

態 

○ 思①：行動観察 

   ワークシート 

 

態①②：行動観察 

振り返りシート 

９ ・算数で学んだ方法と比較することなどを通して，方程式を活用し

て問題を解決する方法を理解できるようにする。 

知  知①：行動観察 

10 ・方程式を個数と代金に関する問題など具体的な場面で活用する

ことを通して，問題の中の数量やその関係に着目し，一元一次方

程式をつくることができるようにする。 

知  知④：行動観察 

小テスト 

思②：行動観察 

11 ・方程式を過不足の問題など具体的な場面で活用することを通し

て，方程式を活用して問題を解決する方法を理解することができ

るようにする。 

知  知④：行動観察 

小テスト 

思②：行動観察 

12 ・速さに関する問題を解決することを通して，方程式を用いて求め

た解が問題に適しているかどうかを考え，説明できるようにす

る。 

思 ○ 思②：行動観察 

小テスト 

13 ・比例式の性質を知り，それを用いて比例式を解くことができるよ

うにする。 

知  知⑤：行動観察 

14 ・比例式の性質を利用して具体的な問題を解くことができるよう

にする。 

・振り返りシートに分かったことや疑問，問題の解決に有効であっ

た方法などを記述することを通して，学習の成果を実感できるよ

うにする。 

思 

 

態 

 

 

○ 

思②：行動観察 

 

態②③：行動観察 

振り返りシート 

15 ・小単元で学習したことがどの程度身に付いているかを自己評価

できるようにする。 

知 

思 

〇 

○ 

知④：小テスト 

思①②：小テスト 

16 ・単元全体の学習内容についてのテストに取り組み，単元で学習し

たことがどの程度身に付いているかを自己評価できるようにす

る。 

知 

思 

〇 

○ 

知①～⑤：単元テスト 

思①②：単元テスト 
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４ 本時の目標 

いろいろな一元一次方程式の解く方法について考察することを通して，方程式を解く際に気を付けるポイ

ントを考察し表現することができる。 

５ 本時の展開（８／16） 

 指導と学習活動 評価と配慮事項 

導

入 

１．既習事項を振り返る。 

  3𝑥 + 20 = 5 

  7(𝑥 − 5) = 9𝑥 + 1 

  
9𝑥−5

6
=

𝑥+8

3
 

・既習事項である等式の性質や移項して方程式を解く方法を確認す

ることで，本時の問題を解決することにつなげることができるよ

うにする。 

 

 

展

開 

２．問題を把握する。 

◇方程式を解く際に気を付けるポ

イントを考えましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．問題を解決するための見通し

をもつ。 

・解の確かめ方を思い出す。 

 

 

 

 

 

 

 

４．解き方が正しいかどうかを判断し

て，方程式を解く際に気を付ける

ポイントをまとめる。 

・各自で取り組み，他者と確認す

る。 

・１人１台端末を活用して，ワークシートを生徒一人一人に配付す

る。また，紙のワークシートも配付し，生徒が選択して学習を進

めることができるようにする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・どのようにすれば原さんが解いた(1)～(4)の方程式の解き方が正

しいかどうかを確かめられるかを問う。 

・𝑥に求めた解を代入して左辺と右辺が等しくなるかどうかで確か

めることができることを確認する。 

・導入時に取り組んだ問題を例として再度，等式の性質や移項して

方程式を解く方法を確認することで，問題を解決することにつな

げることができるようにする。 

 

 

 

・気を付けるポイントを書く際には，その具体例を示して書くよう

に指示する。 

◎どのような間違いをしているかを言葉で表現し，説明できるよう

にする。 

思①：行動観察，ワークシート 

【めあて】方程式の解き方が正しいかどうかを判断して，方程式を解く際に気を付けるポイントを

自分の言葉でまとめよう。 

【問題】原さんが次の方程式を解きました。 

(1) 

5𝑥 + 2 = 18 + 𝑥 

5𝑥 − 𝑥 = 18 + 2 

4𝑥 = 20 

𝑥 = 5 

(2) 

5

6
𝑥 + 4 = 2𝑥 −

2

3
 

5𝑥 + 4 = 2𝑥 − 4 

3𝑥 = −8 

𝑥 = −
8

3
 

(3) 

0.1𝑥 + 2 = 1.5 

      𝑥 + 2 = 15 

                      𝑥 = 15 − 2 

              𝑥 = 13 

(4) 

8 − 3(𝑥 − 5) = 11 

   5(𝑥 − 5) = 11 

    5𝑥 − 25 = 11 

       5𝑥 = 36 

        𝑥  = 7.2 

原さんが解いた(1)～(4)の方程式の解き方は正しいでしょうか。 

方程式を解く際に気を付けるポイントを自分の言葉で表しましょう。 



令和６年度 佐賀県教育センター プロジェクト研究（中学校数学科教育研究委員会） 

4 

 

５．考えを全体で共有する。 

〈予想される生徒の反応〉 

・移項するときは符号を変える。 

・移項することによって，文字の

項を一方の辺に，数の項を他方

の辺に集める。 

・分数と小数をふくむ方程式は両

辺に同じ数をかけて，分数や小

数をふくまない式になおして

から解く。 

・かっこがある方程式は，かっこ

をはずしてから解く。 

・１人１台端末や大型モニター等を用いて，考えを全体で共有でき

るようにする。 

・本時の問題を解決することを通して，等式の性質や移項して方程

式を解く方法について確認する。 

終

末 

６．適用問題を解く。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７．本時のまとめをする。 

 

 

 

 

８．本時の学びを振り返る。 

・気を付けるポイントを意識しながら，取り組むように促す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・本時で学んだことについて，学習内容のキーワードを使って，生

徒の考えを生かしてまとめる。 

 

 

 

・生徒が学習を振り返り，分かったことや疑問などを記述すること

を通して，その後の学習につなげることができるようにする。 

 

【適用問題】次の問題を解き，方程式を解く際に気を付けるポイントを自分の言葉で表しましょ

う。 

(5) 

 

 

 

(6) 

2

5
𝑥 − 3 =

3

10
𝑥 +

1

2
 

(7) 

1.2𝑥 − 6 = 0.5𝑥 + 1 

(8) 

5 − 2(7𝑥 − 2) = 1 

 

 

3000 − 11𝑥 = 2400 − 5𝑥 

 

【まとめ】・𝑥に求めた解を代入して左辺と右辺が等しくなるかどうかで解を確かめることができる。 

     ・等式の性質を使って方程式を解くことができる。 


